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▼
基
本
的
生
活
習
慣
や
学
習
習

慣
に
つ
い
て
は
良
好
、
教
科
へ

の
関
心
も
高
い
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

　

質
問
紙
の
回
答
に
つ
い
て
、

肯
定
的
な
回
答
が
全
国
値
を
上

回
っ
て
い
る
項
目
が
全
体
の
７

割
近
く
あ
り
ま
し
た
が
、
将
来

の
夢
や
目
標
、
地
域
や
社
会
へ

の
関
心
な
ど
に
関
す
る
質
問
へ

の
肯
定
的
な
回
答
の
割
合
が
、

全
国
値
を
大
き
く
下
回
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
教
科
へ
の
関
心
や
必

要
性
、
重
要
性
に
つ
い
て
は
高

い
意
識
が
あ
る
も
の
の
、
学
習

方
法
な
ど
に
関
す
る
質
問
に
つ

い
て
は
若
干
低
い
傾
向
が
あ
り

ま
し
た
。

▼
国
語
は
全
国
平
均
以
上
、
数

学
は
同
等
、
英
語
は
知
識
を
生

か
し
た
書
く
力
の
育
成
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　

国
語
は
全
国
平
均
正
答
率
を

上
回
り
ま
し
た
。
半
分
以
上
の

生
徒
が
正
答
率
８
割
以
上
で
、

学
習
指
導
要
領
の
領
域
別
平
均

正
答
率
も
、
ほ
と
ん
ど
の
領
域

で
全
国
値
を
上
回
っ
て
い
ま

す
。
国
語
に
つ
い
て
は
、
昨
年

に
引
き
続
き
全
国
値
を
上
回
る

結
果
と
な
り
、
学
習
や
指
導
の

成
果
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

数
学
は
全
国
平
均
正
答
率
と

ほ
ぼ
同
等
で
し
た
。
全
国
値
を

上
回
っ
て
い
る
生
徒
も
５
割
近

く
い
ま
す
。
学
習
指
導
要
領
の

領
域
別
平
均
正
答
率
も
、
ほ
ぼ

全
国
値
と
同
等
で
し
た
が
、
数

と
計
算
領
域
が
５
ポ
イ
ン
ト
近

く
下
回
る
結
果
で
し
た
。

　

英
語
は
全
国
平
均
正
答
率
を

や
や
下
回
り
ま
し
た
が
、
学
習

指
導
要
領
の
領
域
別
平
均
正
答

率
は
、「
読
む
こ
と
（
読
む
能

力
）」
に
つ
い
て
は
全
国
値
を

上
回
り
ま
し
た
。
下
回
っ
た
領

域
の
中
で
は
特
に
、「
書
く
こ

と
（
書
く
能
力
）」
に
関
す
る

問
題
の
正
答
率
が
低
く
、
課
題

が
う
か
が
え
ま
し
た
。
ま
た
、

問
題
形
式
別
に
み
る
と
、
小
学

校
調
査
で
も
課
題
と
し
て
あ
げ

た
、
記
述
式
問
題
の
正
答
率
が

低
く
、
小
中
そ
れ
ぞ
れ
で
の
取

り
組
み
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

▼
自
己
有
用
感
等
に
つ
い
て
の

意
義
に
課
題
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

質
問
項
目
に
対
し
、
肯
定
的

な
回
答
が
全
国
平
均
を
上
回
る

回
答
が
６
割
以
上
で
し
た
。
国

語
、
数
学
、
英
語
と
も
、
学
習

に
対
し
て
の
必
要
性

や
重
要
性
は
高
い

値
が
出
て
い
る
も
の

の
、
理
解
度
や
好
き

か
ど
う
か
の
質
問
に

対
し
て
は
や
や
低
い

傾
向
が
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
学
生
の

質
問
紙
結
果
同
様

に
、
将
来
の
夢
や
目

標
、
地
域
や
社
会
へ

の
関
心
な
ど
に
関
す

る
質
問
へ
の
肯
定
的

な
回
答
の
割
合
が

や
や
低
く
な
っ
て
い

ま
す
。

□
小
学
校
で
は
国
語
、
算
数
、

中
学
校
で
は
特
に
数
学
へ
の
関

心
な
ど
に
つ
い
て
肯
定
的
な
回

答
が
高
く
、
児
童
生
徒
の
学
習

に
対
す
る
前
向
き
な
姿
が
う
か

が
え
ま
す
。

□
中
学
校
の
国
語
で
は
、
全
国

平
均
正
答
率
を
上
回
り
、
基
礎

的
な
国
語
力
が
身
に
付
い
て
い

ま
す
。
ま
た
、
無
答
率
も
極
め

て
低
く
、
関
心
意
欲
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

□
小
学
校
、
中
学
校
と
も
、
９

割
以
上
の
児
童
生
徒
が
、
学
習

に
対
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
つ

い
て
肯
定
的
な
回
答
を
し
て
い

ま
す
。
教
師
が
積
極
的
に
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
、
児
童
生
徒
自
身

も
学
習
活
動
に
対
し
て
意
欲
的

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
て
い

る
と
考
え
ま
す
。

□
特
に
中
学
校
に
お
い
て
、
話

し
合
い
や
協
力
、
規
則
順
守
な

ど
、
学
級
集
団
づ
く
り
に
対
す

る
肯
定
的
回
答
の
割
合
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

■
資
料
活
用
能
力

　

グ
ラ
フ
や
表
、
そ
の
ほ
か
の

資
料
か
ら
情
報
を
的
確
に
読
み

取
る
力
に
課
題
が
あ
り
ま
す
。

調査結果チャート（日野町中学
校）

＜児童生徒＞生徒質問紙（全国基準）

中
学
校
で
は

中
学
校
で
は

授業の工夫などにより、少し授業の工夫などにより、少し
ずつ成果が見られるようにずつ成果が見られるように

成
果
の
み
ら
れ
る
部
分

成
果
の
み
ら
れ
る
部
分

課
題
と
な
る
部
分

課
題
と
な
る
部
分

今
後
の
取
り
組
み

今
後
の
取
り
組
み

学習に対する
興味・関心など

規範意識・
自己有用感

生活習慣・
学習習慣

教科学力

数学への
関心など

数学
英語国語

国語への
関心など

英語への
関心など規範意識

自己有用感

生活習慣・
学習習慣
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一
つ
の
資
料
か
ら
言
え
る
こ
と

だ
け
で
な
く
、
複
数
の
資
料
を

統
合
的
に
見
て
読
み
取
り
、
そ

こ
か
ら
分
か
る
こ
と
を
説
明
し

た
り
、
活
用
し
た
り
し
て
い
く

力
を
つ
け
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。
こ
の
度
調
査
し
た
教
科

だ
け
で
な
く
、
各
教
科
、
領
域

の
中
で
指
導
者
が
意
識
し
、
授

業
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
も
対

策
の
一
つ
と
言
え
ま
す
。

■
書
く
こ
と
（
書
く
能
力
）

　

小
学
校
、
中
学
校
と
も
、
各

教
科
で
「
書
く
こ
と
（
書
く
能

力
）」
に
つ
い
て
の
課
題
が
共

通
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
条

件
に
あ
っ
た
書
き
方
、
相
手
を

意
識
し
た
書
き
方
、
例
に
な

ら
っ
た
書
き
方
な
ど
、
目
的
に

合
わ
せ
て
自
分
で
考
え
て
書
く

こ
と
へ
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

先
に
述
べ
た
「
資
料
活
用
能

力
の
課
題
」
と
結
び
つ
く
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
児
童
生
徒

が
、
授
業
や
日
常
生
活
の
中
で

自
分
の
考
え
や
思
い
を
、
相
手

に
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
た

り
、
自
分
の
言
葉
で
書
い
た
り

す
る
活
動
を
意
識
的
に
行
う
こ

と
も
そ
の
力
に
な
る
と
考
え
ま

す
。

　

ま
た
、
教
師
が
授
業
の
振
り

返
り
な
ど
の
時
間
を
有
効
か
つ

意
図
的
に
組
み
入
れ
、
目
的
を

持
っ
た
振
り
返
り
の
時
間
に
す

る
な
ど
、
日
々
の
授
業
づ
く
り

に
お
け
る
積
み
重
ね
も
重
要
で

す
。
そ
れ
ら
の
中
で
、
算
数
・

数
学
用
語
の
適
切
な
使
い
方

や
、
国
語
の
つ
な
ぎ
言
葉
、
英

語
の
語
順
な
ど
、
教
科
ご
と
に

き
め
細
か
な
言
葉
の
指
導
な
ど

も
意
識
す
る
こ
と
で
、

基
礎
基
本
の
確
実
な

定
着
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

■
関
心
が
生
き
る
授

業
づ
く
り

　

小
学
校
、
中
学
校

と
も
、
多
く
の
教
科

で
そ
の
必
要
性
や
重

要
性
な
ど
、
教
科
に

関
す
る
関
心
は
高
い

も
の
の
、「
好
き
か
ど

う
か
」
と
い
う
質
問

項
目
へ
の
肯
定
的
回

答
が
低
い
傾
向
が
あ

り
ま
し
た
。

　

児
童
・
生
徒
の
教

科
に
対
す
る
興
味
や

関
心
が
、
学
習
を
好

む
意
識
や
意
欲
、
そ

し
て
理
解
へ
と
反
映
さ
れ
る
よ

う
な
授
業
づ
く
り
が
必
要
と
考

え
ま
す
。
ま
た
、
児
童
・
生
徒

が
意
欲
や
好
奇
心
、
挑
戦
心
が

持
て
る
よ
う
な
問
題
の
提
示
や

授
業
展
開
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
授
業
改
善
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

■
キ
ャ
リ
ア
教
育
、
社
会
へ
の

関
心

　

自
分
の
将
来
に
対
す
る
夢
や

目
標
、
地
域
や
社
会
に
対
す
る

関
心
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
数
年

続
け
て
課
題
と
し
て
あ
が
っ
て

い
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
の

関
連
は
、
こ
の
度
の
学
習
指
導

要
領
の
改
訂
で
も
大
き
く
取
り

上
げ
ら
れ
、
特
別
活
動
を
中
心

に
、
各
教
科
領
域
で
も
そ
の
重

要
性
が
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
学
び
が
社
会
で
生
き
る

場
、
学
習
活
動
と
社
会
や
職
業

と
の
関
わ
り
な
ど
、
自
分
の
生

き
方
や
目
標
、
夢
を
持
つ
こ
と

の
で
き
る
よ
う
な
学
習
活
動
の

展
開
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
と
の
連
携
や
地

域
人
材
の
活
用
も
積
極
的
に
行

い
、
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
で
、
地

域
を
愛
す
る
子
ど
も
、
自
分
の

生
き
方
を
見
つ
め
る
こ
と
の
で

き
る
子
ど
も
の
育
成
に
つ
な
が

る
と
考
え
ま
す
。

■
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学

び
の
実
現
に
向
け
た
授
業
づ
く

り
に
継
続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

■
「
め
あ
て
・
ま
と
め
・
ふ
り

か
え
り
」
を
意
識
し
た
授
業
改

善
を
図
り
ま
す
。

■
考
え
る
意
欲
を
引
き
出
す
課

題
や
め
あ
て
の
設
定
を
意
識
し

た
授
業
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

■
「
わ
か
る
」「
わ
か
ら
な
い
」

が
言
え
る
授
業
づ
く
り
を
進

め
、
学
習
意
欲
の
向
上
を
図
り

ま
す
。

■
各
教
科
で
、
自
分
の
思
い
や

考
え
を
的
確
に
書
く
こ
と
の
で

き
る
活
動
や
時
間
の
確
保
に
努

め
ま
す
。

■
必
要
な
情
報
を
読
み
取
り
、

活
用
で
き
る
よ
う
な
授
業
を
展

開
し
ま
す
。

■
家
庭
と
一
緒
に
な
り
、
家
庭

学
習
の
よ
り
一
層
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

■
家
庭
学
習
の
時
間
（
量
）
の

確
保
と
質
の
向
上
、
学
習
習
慣

の
定
着
と
向
上
を
図
り
ま
す
。

■
放
課
後
等
を
有
効
に
活
用
し
、

補
充
学
習
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
地
域
素
材
の
取
り
入
れ
や
、

地
域
人
材
の
積
極
的
な
活
用
に

取
り
組
み
、
地
域
と
と
も
に
あ

る
学
校
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み

今
後
の
取
り
組
み

▲児童に郷土の偉人や
ふるさとの魅力を伝える
「ふるさと教室」の一コ
マ。地域人材や資源を生
かした取り組みも積極的
に行われている◀地域と
ともにある学校づくりを
進めることで、児童生徒
の関心や意識の向上につ
ながっていく


